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－翼賛韓国参画社会実損は向けて－　　　　　都留市翼賛韓国参画掩護委員会

翼賛乗回参画自害（平成14手織）を読んで』
去る6月、内閣府から「平成14年版男女共同参画白書」が発行されました。巻頭に、内閣官房長官・男女共同参画担当大臣福田康

夫氏のメッセージが掲載されていますのでその一部をご紹介します。

「男女共同参画社会の実現は、豊かで活力のある社会を築く上で不可欠であり、21世紀の我が国社会を決定する大きな鍵として、

政府一体となって取り組むべき最重要課題です。（中略）本白書は、男女共同参画社会基本法に基づく報告書として作成した

ものであり、我が国の男女共同参画社会の形成の状況について記述するとともに、男女共同参画会議の審議状況なども踏まえ、

政府の施策について取りまとめています。」

白書の前半には、「平成13年度　男女共同参画社会の形成の状況に関する年次報告」があり、次の2部から構成されています。

第1部　男女共同参画社会の形成の状況

第2部　平成13年度に講じた男女共同参画社会の形成の促進に関する施策

後半は、「平成14年度において講じようとする男女共同参画社会の促進に関する施策」となっており、第1章から第12章までの

項目に分類された解説があります。資料として、各主要事項別にそれぞれの施策を所管する省庁名と総額9兆円余りに及ぶ平成

14年度予算額が明示されています。白書の内容から私たちの日常生活と深い係わりをもつ2つのテーマを取り上げ男女共同参画

社会実現のため緊急に対応すべき課題について触れてみたいと思います。
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白
書
に
よ
れ
ば
、
平
成
1
3
年
に
お
け
る
労
働
力
人
口
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
、
4
0
・
9
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
産
業
別
に
み
る
と
、

ト
ッ
プ
は
サ
ー
ビ
ス
業
3
5
・
6
％
、
次
い
で
、
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食

店
2
8
・
8
％
、
製
造
業
1
6
・
9
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雇
用
形
態
別
構
成
で
は
、
近
年
男
性
、
女
性
と
も
に
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
非
正
規
労
働
者
の
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

り
ま
す
。
特
に
女
性
で
は
、
昭
和
0
0
年
に
2
8
・
4
％
で
あ
っ
た
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
割
合
が
平
成
1
3
年
に
4
2
・
9
％
へ
と
急
上
昇

し
て
お
り
、
女
性
の
非
正
規
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
ま
た
、
派
遣
労
働
者
も
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
女
性
一

般
労
働
者
の
平
均
所
定
内
給
与
額
は
、
平
成
1
2
年
の
調
査
で
男
性
一
般

労
働
者
の
6
5
・
5
％
で
あ
り
、
徐
々
に
縮
小
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
女
性
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
1
時
間
当
た
り
所
定
内
給
与
額
は
女
性
一
般
労
働
者
の
6
6
・

9
％
で
あ
り
、
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
社
内
で
の
身
分
に
関
係
な
く
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
待
遇
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
白
書
の
言

葉
を
借
り
れ
ば
、
「
真
に
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
個
人
が
そ
の
能
力
を
発

揮
で
き
、
処
遇
さ
れ
る
仕
組
み
が
望
ま
れ
る
」
の
で
す
。

（
2
）
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

白
書
は
、
平
成
1
3
年
度
年
次
報
告
第
1
部
第
3
章
「
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
」
の
と
こ
ろ
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
出
産
や
子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
援
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
は
、
少
子
化
へ
の
対
応
と
し
て
重
要
で

ぁ
る
だ
け
で
な
く
、
女
性
の
社
会
参
加
を
容
易
に
し
、
経
済
の
潜
在
力

を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
進
め
る
た

め
に
は
、
真
の
男
女
共
同
参
画
を
促
進
し
、
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
を
見

直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」

過
日
の
新
聞
に
よ
れ
ば
、
「
育
児
休
暇
取
得
へ
数
値
目
標
」
と
い
う
タ

ィ
ト
ル
で
次
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
（
日
本
経
済
新
聞
　
平
成

1
4
年
8
月
5
日
）
。
「
厚
生
労
働
省
が
検
討
し
て
い
る
少
子
化
対
策
の
骨

格
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
育
児
休
暇
取
得
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る
ほ
か
、

複
数
の
企
業
が
共
同
利
用
で
き
る
保
育
施
設
の
建
設
・
普
及
を
促
す
。

不
妊
治
療
へ
の
助
成
も
検
討
す
る
。
育
児
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
ら
れ

る
職
場
環
境
を
つ
く
る
企
業
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
が
欲

し
い
夫
婦
を
支
援
す
る
。
」

厚
生
労
働
省
が
今
年
6
月
に
発
表
し
た
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
2
0
0
1
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
注
1
）
は
1
・
3
3
で
過

去
最
低
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
に
人
口
を
一
定
の
規
模
で
維
持

す
る
た
め
に
は
、
2
・
0
8
前
後
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
老
年
人
口
の
割
合
（
総
人

口
に
対
す
る
6
5
歳
以
上
人
口
の
割
合
）
は
、
2
0
1
4
年
に
は

2
5
％
台
に
達
し
、
2
0
5
0
年
に
は
3
5
・
1
％
の
水
準
に
達
す
る

の
は
確
実
で
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民
の
2
・
8

人
に
1
人
が
6
5
歳
以
上
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
将
来
の
我

が
国
に
お
け
る
生
産
活
動
、
社
会
保
障
制
度
の
あ
り
方
、
国
民
の

税
負
担
な
ど
に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
必
然
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
出
生
率
の
低
下
傾
向
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、

主
要
先
進
国
共
通
の
悩
み
で
あ
り
ま
す
が
、
例
外
的
に
デ
ン
マ
ー

ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
と
い
っ
た
北
欧
諸
国
は
、
比
較
的
高
い
出
生
率
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
特
に
デ
ン
マ
ー
ク
は
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
た
唯

一
の
先
進
国
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
有
識
者
、
政
府
関
係
機
関
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど

の
間
で
、
北
欧
諸
国
、
と
り
わ
け
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
な

ど
に
お
け
る
雇
用
制
度
、
少
子
化
対
策
、
社
会
保
障
制
度
、
教

育
等
々
の
分
野
で
の
男
女
共
同
参
画
諸
施
策
が
注
目
さ
れ
、
調

査
・
研
究
、
事
例
な
ど
が
数
多
く
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
5
“
4
％
に
達
す
る
失
業
者
を
救

済
し
、
男
女
が
共
同
し
て
育
児
や
家
事
に
従
事
す
る
こ
と
が
で

き
る
時
間
的
余
裕
を
つ
く
り
だ
す
た
め
の
方
策
で
あ
る
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
（
注
2
）
や
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
制
度
（
注
3
）

の
普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

将
来
の
国
の
あ
り
方
や
分
権
時
代
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
あ

り
方
を
探
る
先
進
事
例
と
し
て
北
欧
諸
国
に
学
び
な
が
ら
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
組
み
立
て
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
委
員
　
後
藤
　
敬
）

（
注
1
）
合
討
特
殊
出
生
率
と
は

1
5
歳
～
4
9
歳
ま
で
の
女
子
の
年
齢
別
出
生
率
を
合
計
し
た
も
の
で
、
・
人
の
女
性
（
未

婚
既
婚
を
問
わ
ず
）
が
、
－
生
に
商
む
子
供
の
数
に
ほ
ぼ
等
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
い

（
注
2
）
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
と
は

1
日
の
仕
事
の
流
れ
、
個
人
の
業
務
内
容
に
あ
わ
せ
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
（
柔
軟
）
に

勤
務
時
間
を
選
べ
る
シ
ス
テ
ム
C

（
注
3
）
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
制
度
と
は

仕
事
（
ワ
ー
ク
）
を
分
け
合
う
（
シ
ェ
ア
）
と
い
う
こ
と
。
通
常
、
仕
事
と
い
う
と
、

正
礼
典
は
半
日
9
時
か
ら
5
時
ま
で
働
く
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
こ
の
時
間
を

変
え
よ
う
と
い
う
の
で
す
。
特
に
、
日
本
で
は
、
現
在
の
不
況
下
で
の
失
業
対
策

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
J
　
つ
ま
り
、
－
人
あ
た
り
の
労
働
時
間
を
短
縮
し
、

よ
り
多
く
の
人
間
で
仕
事
を
分
け
合
う
こ
と
に
よ
り
、
失
業
を
解
消
し
、
か
つ
、

多
様
な
就
業
形
態
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。


